
フレイルサポーターによるフレイルチェック

農地の多面的機能を周知することを
目的に開催した畑の防災訓練

質
問　
平
成
30
年
度
予
算
に
つ

い
て
、
経
費
圧
縮
の
努
力
は
評

価
す
る
が
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
低

下
な
ど
影
響
は
な
い
の
か
。ま
た
、

都
議
会
公
明
党
が
強
く
求
め
た

東
京
都
市
町
村
総
合
交
付
金
増

額
の
本
市
へ
の
影
響
を
問
う
。

答
弁　
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

マ
イ
ナ
ス
シ
ー
リ
ン
グ
を
実
施

し
た
が
、
教
育
環
境
の
充
実
な

ど
重
要
課
題
に
対
応
し
た
予
算

を
編
成
し
た
。
サ
ー
ビ
ス
低
下

を
招
く
削
減
は
し
て
い
な
い
。

総
合
交
付
金
は
、
前
年
度
比
7.9

％
増
を
計
上
し
た
。
増
額
を
高

く
評
価
す
る
。

質
問　
障
害
福
祉
事
業
所
の
人

材
確
保
へ
、
地
域
生
活
支
援
事

業
の
報
酬
単
価
を
見
直
す
べ
き
。

答
弁　
報
酬
単
価
見
直
し
は
、

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
や
人
材

確
保
に
資
す
る
。
国
の
報
酬
改

定
も
踏
ま
え
、
対
応
す
る
。

質
問　
生
活
困
窮
者
の
自
立
を

支
援
す
る
就
労
準
備
支
援
事
業

の
実
施
を
求
め
て
き
た
。
実
施

事
業
の
概
要
を
問
う
。

答
弁　
就
労
意
欲
が
低
下
し
て

い
る
等
の
生
活
困
窮
者
に
対
し
、

就
労
支
援
を
計
画
的
に
実
施
。

中
間
的
就
労
場
所
の
確
保
な
ど

相
談
者
に
合
う
支
援
を
行
う
。

質
問　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
利
便

性
向
上
へ
、
駐
車
場
利
用
料
の

減
免
を
拡
充
す
べ
き
。

答
弁　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
及

び
き
ら
っ
と
の
教
室
事
業
は
、

２
時
間
ま
で
無
料
と
す
る
方
向

で
調
整
し
て
い
る
。

質
問　
田
無
駅
南
口
駅
前
広
場

の
進
捗
と
取
り
組
み
を
問
う
。

答
弁　
平
成
30
年
度
内
の
事
業

認
可
取
得
に
向
け
て
手
続
を
進

め
て
お
り
、
認
可
後
、
関
係
権

利
者
へ
の
説
明
会
を
開
催
す
る
。

質
問　
高
齢
社
会
を
見
据
え
、

交
通
不
便
地
域
で
の
移
動
支
援

を
求
め
て
い
る
。
今
後
の
取
り

組
み
を
問
う
。

答
弁　
平
成
30
年
４
月
か
ら
勉

強
会
を
開
催
。
地
域
の
方
々
と

意
見
交
換
を
行
い
、
移
動
支
援

手
法
の
実
現
に
向
け
て
丁
寧
に

取
り
組
む
。

質
問　
シ
ニ
ア
層
の
方
に
地
域

で
活
躍
い
た
だ
く
た
め
、
コ
ン

ビ
ニ
と
の
協
定
に
よ
る
仕
事
の

紹
介
を
提
案
し
た
。
取
り
組
み

を
問
う
。

答
弁　
平
成
29
年
10
月
に
採
用

説
明
会
を
開
催
し
、
参
加
者
44

名
の
う
ち
８
名
が
就
業
し
た
。

質
問　
女
性
の
創
業
・
就
労
支

援
事
業
は
、
家
族
等
の
理
解
と

協
力
が
必
要
だ
。
そ
う
し
た
視

点
で
事
業
を
展
開
す
べ
き
。

答
弁　
女
性
が
働
く
こ
と
へ
の

家
族
の
理
解
や
サ
ポ
ー
ト
を
醸

成
す
る
た
め
、
家
族
と
参
加
で

き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
。

質
問　
待
機
児
対
策
の
こ
れ
ま

で
の
成
果
を
問
う
。

答
弁　
平
成
27
年
度
か
ら
平
成

30
年
４
月
１
日
の
新
規
開
設
を

含
め
、
約
800
人
の
受
け
入
れ
拡

大
を
図
っ
た
。

質
問　
都
市
と
農
業
の
共
生
へ
、

農
地
の
多
面
的
機
能
を
市
民
に

伝
え
る
取
り
組
み
を
す
べ
き
。

答
弁　
児
童
生
徒
の
農
業
体
験

や
市
民
参
加
イ
ベ
ン
ト
、
畑
の

防
災
訓
練
な
ど
を
実
施
。
農
業

振
興
、
農
地
保
全
に
努
め
る
。

質
問　
学
童
保
育
で
の
支
援
員

の
処
遇
改
善
や
長
時
間
開
所
に

積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
。

答
弁　
平
成
30
年
度
か
ら
支
援

員
の
報
酬
改
定
を
予
定
。
長
時

間
開
所
は
委
託
化
を
検
討
す
る
。

質
問　
（
仮
称
）
子
ど
も
条
例

制
定
へ
の
取
り
組
み
を
問
う
。

答
弁　
（
仮
称
）
子
ど
も
条
例

検
討
専
門
部
会
を
設
置
し
、
７

回
の
会
議
を
開
催
。
５
月
に
答

申
を
得
ら
れ
る
よ
う
進
め
る
。

質
問　
全
て
の
児
童
の
居
場
所

づ
く
り
へ
、
放
課
後
子
供
教
室

事
業
を
拡
充
す
べ
き
。

答
弁　
今
後
、
学
習
活
動
や
学

童
ク
ラ
ブ
と
の
連
携
な
ど
、
一

層
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

質
問　
公
明
党
の
国
会
質
問
に

よ
り
、
就
学
援
助
費
の
う
ち
新

入
学
学
用
品
費
を
入
学
前
に
支

給
で
き
る
改
正
が
文
科
省
か
ら

通
知
さ
れ
た
。
対
応
を
問
う
。

答
弁　
国
か
ら
補
助
金
要
綱
の

改
正
が
通
知
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

平
成
31
年
２
月
に
支
給
で
き
る

よ
う
調
整
を
進
め
る
。

質
問　
ま
ち
づ
く
り
に
若
者
が

参
加
す
る
「
若
者
サ
ミ
ッ
ト
」

の
評
価
と
今
後
を
問
う
。

答
弁　
若
者
の
斬
新
な
視
点
か

ら
の
意
見
は
参
考
に
な
り
、
市

の
魅
力
向
上
に
も
寄
与
す
る
も

の
と
期
待
し
て
い
る
。
平
成
30

年
度
も
議
論
を
進
め
、
ア
イ
デ

ア
を
施
策
や
事
業
に
反
映
す
る
。

質
問　
教
員
が
子
ど
も
た
ち
と

向
き
合
う
時
間
を
確
保
す
る
た

め
の
体
制
整
備
を
求
め
る
。

答
弁　
平
成
30
年
度
に
ス
ク
ー

ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
を

小
学
校
３
校
、
中
学
校
１
校
に

配
置
。
部
活
動
指
導
員
を
各
中

学
校
に
１
名
配
置
す
る
。

質
問　
空
き
家
の
適
正
管
理
へ

の
対
策
を
求
め
て
き
た
。
今
後

の
取
り
組
み
を
問
う
。

答
弁　
（
仮
称
）
空
き
家
対
策

条
例
を
平
成
30
年
度
の
制
定
に

向
け
て
検
討
す
る
。

質
問　
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
拡
充
を
求

め
て
き
た
。
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ

を
把
握
し
、
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図

る
べ
き
。

答
弁　
平
成
30
年
度
か
ら
市
内

の
高
齢
者
施
設
等
で
行
う
活
動

を
ポ
イ
ン
ト
対
象
に
加
え
る
。

高
齢
者
の
社
会
参
加
等
に
よ
る

地
域
活
性
化
、
支
え
合
う
仕
組

み
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

質
問　
加
齢
に
よ
る
虚
弱
を
予

防
す
る
フ
レ
イ
ル
予
防
事
業
の

推
進
は
、
高
齢
者
支
援
の
重
要

な
取
り
組
み
と
考
え
る
。
今
後

の
事
業
展
開
を
問
う
。

答
弁　
こ
れ
ま
で
フ
レ
イ
ル
チ

ェ
ッ
ク
に
よ
る
自
身
の
状
態
変

化
の
把
握
や
虚
弱
予
防
を
実
施

し
て
139
名
が
参
加
し
た
。
平
成

30
年
度
か
ら
、
地
域
団
体
に
よ

る
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
の
自
主

運
用
も
新
た
に
開
始
す
る
。

質
問　
下
野
谷
遺
跡
に
つ
い
て
、

不
断
の
普
及
啓
発
を
行
う
べ
き
。

答
弁　
下
野
谷
遺
跡
保
存
活
用

計
画
に
つ
い
て
、
パ
ネ
ル
展
示
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
、
広
く
市
域

全
体
で
普
及
啓
発
を
実
施
し
た
。

平
成
30
年
度
も
市
民
に
向
け
た

さ
ら
な
る
活
用
を
図
る
。

質
問　
庁
用
車
の
台
数
及
び
維

持
管
理
コ
ス
ト
の
削
減
を
提
案

し
て
き
た
。
取
り
組
み
を
問
う
。

答
弁　
庁
用
車
の
削
減
に
向
け

た
方
針
を
ま
と
め
、
削
減
目
標

を
検
討
し
た
い
。

質
問　
暫
定
統
合
に
お
け
る
仮

庁
舎
及
び
田
無
庁
舎
の
再
配
置

で
は
、
４
階
の
税
部
門
を
２
階

の
市
民
課
窓
口
で
手
続
で
き
る

よ
う
に
す
べ
き
。

答
弁　
市
民
の
利
便
性
向
上
の

視
点
で
考
え
、
部
署
配
置
も
再

度
検
討
す
る
。

質
問　
市
民
会
館
跡
地
活
用
へ
、

民
間
事
業
者
の
知
見
に
よ
る
サ

ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
を
提
案
し

た
。
取
り
組
み
を
問
う
。

答
弁　
今
後
、
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン

グ
調
査
を
実
施
。（
仮
称
）
官

民
連
携
施
設
整
備
方
針
を
策
定

し
、
事
業
者
選
定
に
つ
な
げ
る
。

質
問　
市
民
の
努
力
に
よ
り
、

ご
み
を
減
量
し
て
い
る
。
他
市

も
実
施
し
て
い
る
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
の
無
料
化
を
検
討
す
べ
き
。

答
弁　
他
市
の
動
向
、
今
後
の

ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
等
が

与
え
る
影
響
等
を
検
証
す
る
。

そ
の
他
質
問
等

◇
ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
南
口
の
交
番

の
移
設
が
示
さ
れ
た
。
周
辺
地

域
、
利
用
者
の
声
を
聞
き
、
市

と
し
て
地
域
の
安
全
・
安
心
を

守
る
対
策
を
講
じ
る
べ
き
と
強

く
申
し
上
げ
る
。

西
東
京
市
議
会
公
明
党

市
民
の
大
切
な
声
を
集
約
し
た

公
明
党
の
提
案
、
新
規
・
拡
充

事
業
の
随
所
に
反
映
！

大
　
林
　
光
　
昭

田
　
代
　
伸
　
之

藤
　
田
　
美
智
子

佐
　
藤
　
公
　
男

小
　
幡
　
勝
　
己

議会 NEWS ②
採択された陳情への市の対応

今後、「スポーツ施設のあり方」を検討する
中で、テニスコートを含むスポーツ施設全体の
方向性について、整理します。

テニスコートを含む、これからのスポーツ施
設のあり方の検討を進める中で丁寧に対応しま
す。

東町テニスコートは多くの市民に利用されお
り、「地域のテニスコート」として親しまれて
いる。閉鎖に伴い、同地域の近くに、新しいテ
ニスコートの早期設置を求める。

障害のある方が住みなれた地域の中で、必要な支
援を受けながら自立した生活が送れるよう、居住の
場の確保に努めます。

東京都福祉保健局と都有地活用についての協議・
調整を行っています。また、現在策定中の第５期障
害福祉計画に、情報提供等による民間事業者誘致を
位置づける方向で検討しています。

肢体不自由を主軸とした身体障害者グループホー
ム建設のための用地の確保、また民間法人によるグ
ループホームの設置の誘致を進めることを求める。

自転車活用推進法では、区市町村の「自転車活用推進計画」を策定する場合には、
国及び東京都の計画を勘案して策定するよう努めなければならないとされておりま
すが、現時点では、国、東京都とも計画の策定までには至っていないため、陳情者
が求める早期の計画策定は困難です。そのため、国及び東京都の「自転車活用推進
計画」策定に係る動向を注視するとともに、今後策定する第２次総合計画・後期基
本計画への自転車活用に関する位置づけなども考慮しつつ、本市の「自転車活用推
進計画」の策定に向けて、引き続き検討を進める必要があります。

国や都の「自転車活用推進計画」策定に係る動向や、第２次総合計画・後期基本
計画への位置づけにも留意しつつ、本市の「自転車推進計画」の策定について検討
してまいります。

平成29年９月20日　趣旨採択 平成29年９月20日 平成29年９月20日

西東京市自転車活用推進計画に関する陳情 東町テニスコートの閉鎖に伴う陳情 身体障害者グループホームに関する陳情

2016年12月に「自転車活用推進法」が成立したことに伴い、西東京市において
も「西東京市自転車活用推進計画」を早期に策定し、環境面、健康面での「公共の
利益の増進」を図ることを求める。

件　　名

採択年月

陳情事項

検討結果

理　　由

　市議会で採択された請願・陳情については、市長や教育長に送付され、そのうち、
結果等を請求することに決したものは、市議会に報告することとなっています。
　ここでは平成29年に採択又は趣旨採択された陳情５件のうち３件について、市
からの報告をお知らせします。（平成30年１月31日時点）

※平成29年６月16日に趣旨採択された「就学援助制度の入学準備に間に合う前倒し支給を求める陳情」及び平成29年９月20日に趣旨採択された「西東京市の空き家対策に関する陳情」につ
いては、平成30年度において陳情事項が反映される予定です。

＊
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